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研究実績 

の概要 

【目的】  

本研究は，独居高齢者のセルフ・ネグレクト（以下，SN とする）支援に対する民生委

員の役割意識と困難感の実態把握およびソーシャル・キャピタル（以下，SC とする）と

困難感の関連性を検討することを目的とした。 

【方法】 

岡山県内の民生委員を対象に無記名自記式質問紙調査を実施した。調査内容は，基本属

性，SN支援の役割意識，SCの豊かさ，SN支援の困難感を尋ねた。分析は，因子分析やχ

2検定，t検定及び分散分析，相関分析により検討した。 

【結果と考察】 

コロナウイルス感染症の影響で、総会及び役員会、定例会が中止となっていたため、研

究者らが直接会議の場へ赴いての配布ができず、岡山県内の民生委員所管部署 14か所へ

調査票を一括送付した。所管部署から、可能な方法で各民選委員へ調査票の配布をしてい

ただき、回答は民生委員から個別に郵送で返送いただいた。 

民生委員への配布数 2,198件，回収数1,152件，有効回答数 817件（有効回答率 70.92

％)であった。SN 支援の役割意識では，SN 対応経験がある人の方が直接的に支援しよう

とする割合が多く，SN対応を経験することにより SNを身近な問題として受け入れやすく

直接的に関わろうとする意識を持つと推測される。 

相関分析では，SC と SN 支援の困難感は弱い負の相関を示し，SN 支援の困難感の因子

である【情報共有や関係機関との連携の困難さ】と SCの因子である【担当している地区

の人々のつながりへの認知】，【担当している地区の専門職への信頼】，【担当している

地区の人々との親交】は弱い負の相関を示した。SC の豊かさは，情報共有や関係機関と

の連携が行いやすく，SN支援の困難感を減少させる一つの因子となりうると考えられる。 
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【結論】 

独居高齢者の SN支援における民生委員の役割意識は，SN対応経験の有無によって異

なる可能性が示唆された。また，SN対応における知識や経験値，連携体制の不足が，独

居高齢者の SN 支援における民生委員の困難感につながっている可能性が示唆された。

SCと独居高齢者の SN支援における民生委員の困難感の関連では，SCの豊かさと困難感

の間に負の相関が示された。下位因子との関連では，認知的 SC と【情報共有や連携の

困難さ】の間に負の相関が示された。独居高齢者の SN の早期発見・支援に取り組みや

すい地域にしていくには，地域内のつながりはもちろん民生委員と住民・関係機関のつ

ながりを強め，民生委員だけでなく住民・関係機関を含めた関係者に早期 SN 支援の必

要性について問題提起をしながら情報共有・連携しやすい体制を整えていく必要があ

る。そのために，日ごろから民生委員・関係機関も含めた地区の人々がつながることが

できる場づくりや，SN 支援における情報共有や連携に関する仕組み・ルールの整備が

必要であると考える。また，今後，民生委員が実際に SN 状態にある独居高齢者に直面

した際，対応していくことができるように民生委員が SN についての知識や関わり方を

実際に学び，考えることができるような研修の場が必要であると考える。 
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